
1.事業目的 

 Virtus（国際知的障がい者スポーツ連盟）は、2019 年に行われた国際大会において初めてダウン症

クラス（II‐２）を導入した。日本国内では、日本知的障がい者陸上競技連盟が主体となり 2021 年 

10 月に、国内初の「全国ダウン症アスリート記録会」を宮崎県実施し、大きな反響があった。あわせ

て「オール陸上記録会（2022 年 3 月 21 日国際ダウン症の日）」のイベントで、ダウン症の方々へ参

加を呼びかけ「かけっこ教室」を企画し、ダウン症のスポーツ活動の参加機会の充実を図った。 

その反面、コロナが収束しない中、特別支援学校の運動活動などは、地域によっては活動自粛や、競技

場の制限があり、活動の機会が少ない現状がある。大会を開催しても、コロナ禍を理由に遠方移動が困

難な参加者が多く、継続的開催という声が多い反面ダウン症の安全確認も重要である。 

本事業では、国内のダウン症競技者を対象とした陸上競技記録会を開催することで、国内スポ ―ツ関

係者並びに陸上競技関係者に対し、障がい者スポーツへの理解と関心を高めると共に陸上競技の幅広

い普及を図ることを目的とする。 

 

2.実施日程及び会場 

 「全国ダウン症アスリート記録会」 公式の部・オープンの部  

                  2022 年 10月 2日（日）宮崎県ひなた宮崎県総合運動公園 ひなた陸上競技場  

                                  〒889-2151 宮崎県宮崎市大字熊野    

 「全国特別支援学校 ID オンライン記録会」体力テストの部・チャレンジの部   

           2022 年 10月 17日(月) 

 

3.事業の実施体制 

 

 

 

4.実施方法 

具体的な事業実施内容   

・全国特別支援学校校長会、日本ダウン症協会等との連携を図り、告知活動及び大会周知の実施。 
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  ・新型コロナウイルスの影響下の経験を踏まえ、誰もが参加できる「全国特別支援学校オンライン記 

   録会」の実施。 

 ・既存の健常者の陸上競技大会にダウン症選手が参加できる全国規模の記録会及び、「全国ダウン症 

  アスリート記録会」を開催し健常者と障がい者が共に参加でき、地域陸協との連携モデルの構築。 

・一般や近隣の小・中・高校に向けて、会場にパラスポーツ体験スペースの設置、集客を図った。 

・ダウン症選手が安全に参加できる手立てについて「ダウン症の勉強会」をオンラインで実施。 

 

5.参加校 

 全国ダウン症アスリート記録会    参加申し込み一覧 

九州-沖縄 宮崎県立みなみのかぜ支援  

宮崎県立しろやま支援学校  

宮崎県立みやざき中央支援学校 

久留米市立諏訪中学校 

宮崎県立みやざき中央支援学校  

宮崎県立しろやま支援学校  

宮崎県立児湯るぴなす支援学校   

宮崎県立きりしま支援学校  

八代市立八代支援学校  伊万里市立花小学校   

延岡市立伊形小学校 ハッピーコーポレーション  

くりーんわーくす あゆみの里 じょいわーくす  

唐津陸上クラブ  COCORO カヌチャベイリゾート  

近畿 京都市立深草中学校 チームみえりく 

中部・東海 宝塚市立御殿山中学校  

豊橋市立豊岡中学校 

 

関東 都立町田の丘学園  

台東区立台東育英小学校 

 

 

内訳 公式の部 18 名 

小女 2 名  中女 1 名  中男 8 名 

高男 4 名一般男 2 名 一般女 1 名 

オープンの部 18名 

小女 2 名 小男  7 名 中女 1 名 中男 4 名  

高男 1 名 一般男 3 名 

 

オンラインの部 参加申し込み一覧 

九州-沖縄 宮崎県立みなみのかぜ支援学校 鹿児島

高等特別支援学校 

長崎県立虹の原特別支援学校   

長崎県立希望が丘高等特別支援学校 

鹿児島高等特別支援学校 

中国-四国 日立特別支援学校   

香川大学教育学部附属特別支援学校     

鳥取県立米子養護学校 

 

香川大学教育学部附属特別支援学校   

城陽支援学校 

近畿 岐阜県立岐阜清流高等特別支援学校   

大阪府立豊中支援学校 

京都府立城陽支援学校   

大阪府立豊中支援学校   

岐阜県立中濃特別支援学校  

北信越 石川県立七尾特別支援学校 石川県立明和特別支援学校 

石川県立七尾特別支援学校 

中部-東海 雨竜高等養護学校  日立特別支援学校  

関東 千葉県立特別支援学校 

流山高等学園  

千葉県立特別支援学校市川大野高等学園  

埼玉県立春日部特別支援学校  

千葉県立特別支援学校市川大野高等学園  

埼玉県立本庄特別支援学校 

東京都立永福学園  

埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学校  



埼玉県立入間わかくさ高等特別支援学

校 千葉県立槇の実特別支援学校  

埼玉県立三郷特別支援学校 

足利中央特別支援学校 

北海道・

東北 

青森県立青森第二養護学校 

秋田県立比内支援学校  

青森第二養護学校  

足利中央特別支援学校     

旭川市立中央中学校   

北海道雨竜高等養護学校 

旭川盲学校  

宮城県立山元支援学校  

北海道白樺高等養護学校 

旭川市立中央中学 

校岩手県立前沢明峰支援学校  

 

 

地域 体力テストの部 

（延べ人数エントリー1230 名） 

チャレンジの部 

（延べ人数エントリー195名） 

      

   

  オンライン記録会ランキング一覧表 

（全国特別支援学校 IDオンライン記録会 

２０２２のダウン症を含む）エントリー総数  

１４６３名 

全国特別支援学校 ID オンライン記録会２０２２  

チャレンジの部 エントリー総数 １９５人 

全国特別支援学校 ID オンライン記録会２０２２  

体力テストの部 エントリー総数１２３０人 

 

6．前日の陸上教室 

ダウン症競歩教室 スタート練習を実施 

   

順位 成績優秀校 総数

1 千葉県立特別支援学校流山高等学園 178 種目1 種目2 種目3 延べ数

2 宮崎県立みなみのかぜ支援学校 77 19 11 8 38

3 千葉県立特別支援学校市川大野高等学園 72

4 石川県立七尾特別支援学校 44 高体連 全スポ予選 地域陸協 特体連

5 青森県立青森第二養護学校 32 50 62 26 44

種目1 種目2 延べ数 延べ人数

順位 成績優秀校 総数 10 3 13 195

1 岐阜県立岐阜清流高等特別支援学校 26
2 千葉県立特別支援学校市川大野高等学園 18 立幅 ソフトボール投 ５０ｍ 延べ数

3 埼玉県立本庄特別支援学校 17 478 248 504 1230

4 長崎県立虹の原特別支援学校 15 総計
5 石川県立明和特別支援学校 11 1463

全国特別支援学校IDオンライン記録会２０２２（体力テストの部） 参加人数内訳

チャレンジの部

ダウン症

清水　崇史

小西　 夏 

体力テストの部

指導者

吉田　  徹

清水　崇史

樋口　進太郎

松尾　貴之

徳山  　慧

工藤　  重輝

全国特別支援学校IDオンライン記録会２０２２（チャレンジの部）

指導者

早川　聡太

太田　裕輝



7.その他の取り組み 

 ●パラスポーツ体験 参加人数 延べ人数 100 名 

 車いすバスケットボール        

 3段階の難易度を選択してもらい、その場所からゴールを決めるゲーム。 

 ダウン症選手の体験は、車いすを使わないシュートから、徐々に保護者や 

  学生・友達にパスを出し、みんなでゴール楽しんだ。パラスポーツとのふ 

  れあいや、車いすに対してポジティブな印象を与えられた。  

 ボッチャ 

 3×４ｍのコートを作り、ボッチャと同じルールで、幼児や発達障害児も 

 わかりやすく楽しくできるため、友達や保護者の方と楽しみながら競っていた。 

 フライングディスク 

 実態に応じて、難易度を 3 つに分けたが、ボール投げと違い、横投げは初心者 

  には困難だったが、周囲がアドバイスし、何度も挑戦して入った時、喜びを共有できた。 

 I am possible 

パラスポーツ啓発活動でクイズを作り、体験会のチラシの裏に印刷したこ

とで、注目を浴びることと、パラスポーツのことを知ってもらうことがで

きた。会場ではみんなで一緒に考えている姿や、「知らなかった」「そうな

んだね」などの感想が聞けてより他の体験も楽しんでもらうことができた。 

 

● マスターズ記録会（ 宮崎チャレンジアスリート記録会）との共同開催 

                        

●見やすいプログラムの工夫 

 

 

 

 ②ダウン症記録の掲載を選手の写真入りで掲載し、見る楽しみを加えた。 

 

 
 

ダウン症が走る組にはⅮを最初に設置。Ⅾ中学生１００ｍとした。パラ選手種目は C とし所属の

後ろに障害クラス（T６３）と追記し、選手がどういった障がいか、理解しやすい工夫をした。 



 

●勉強会 

 

 ダウン症の方々が、運動をする上での注意、配慮事項、全国大会での競技レベル、世界大会レベ

ルで活躍するアスリート段階レベルでの配慮点。（診断書作成でのポイント等）直接、沼部博直先

生から学ぶ機会をオンラインで９月１６日１９時～設定し、３５名の方がダウン症の運動で配慮す

べき点を学んだ。 

 
 

(勉強会資料一部抜粋) 

●障がい者が理解しやすい動画配信 

   動画配信   https://www.facebook.com/jidaf.koho/videos/1463979357299831/ 

   ダウン症アスリート本人の YouTube 配信 

   ダウン症ななりんチャンネル登録者数 373 人１６８１回視聴 https://youtu.be/yF0k0qel_R8 
●SNS 活動 

  https://instagram.com/downs_syndrome__athletics?igshid=YmMyMTA2M2Y= 

  フォロワー50人で、拡散方法が課題。 

https://www.facebook.com/jidaf.koho/videos/1463979357299831/
https://youtu.be/yF0k0qel_R8
https://instagram.com/downs_syndrome__athletics?igshid=YmMyMTA2M2Y=


 

8．参加者アンケート     （36名中 26名保護者回答） 

 

①記録会をどのように知りましたか。※複数回答可 

 

 

 
 

 

 

 

 

②エントリーの時に大変だったことはありましたか。   ③記録会に参加していかがでしたか。 

     ※複数回答可               

 

 

 

 

 

 

④ダウン症のある人のスポーツ参加機会を増やすためには何が必要だと思いますか。※複数回答可 

 
 

⑤今後知りたい陸上競技の情報は何ですか。 ※複数回答可  

 
⑥記録会に参加した感想を記入してください 

 
• 今年は昨年よりも参加者が増えていたように思います。招集所のテントに「招集所」の表示があれば分か

りやすかったです。昨年同様、スタッフの皆様のサポートに感謝致します。丁寧に接して頂きありがとう

ございました。 

• 大会開催に感謝の気持ちでいっぱいです。知的障害の大会では、体は丈夫で健康な人に囲まれ、とても残

念に思っていました。本人も親もモチベーションが上がらず、でも昨年見たニュースで大会を知り、俺の

時代来たー！と思いました。これからも頑張ります。 

• 前日も楽しい練習会があり娘はとても充実していたようです。ありがとうございました。幅跳びは三回だ

けだったので１/2 に減るのはがっかりでした。（遠方から来るというのもあるかも知れませんが、せっか

く来たのでチャンスが欲しかったです）沢山の方々が温かく運営に携わっておられて宮崎県はすごいな。。。

と改めて思いました。ありがとうございました。 

• 昨年度より参加者も増えて盛り上がりを感じました。運営も昨年より円滑だったように思います。スタッ

15.8%
19.7%

15.8%
17.1%

3.9%
22.4%

1.3%
3.9%

仲間
教室

部活動
大会

資金面（交通費等）
指導者

医師のサポート
その他

14.3%

14.3%

10.7%

57.1%
3.6%

登録の方法
診断書

申し込みの方法
特にない

その他

    回答数 26 

1  良かった 26  

2  良くなかった 0  

3  どちらでもない 0  

 



フの皆様大変お疲れ様でした。ありがとうございました。 

• 今回は参加することで子どもの経験に繋がればと思いました。初めての参加でしたが良かったです。最初

泣きましたが、リレーの時に「頑張ろう」と言って笑顔でバトンを繋げて良かったです。 

• 初めての参加だったのでどうしたらいいのか少し不安でしたが子どもが楽しめていたのですごくうれしか

ったです！！本当にありがとうございました。 

• このような機会をいただき大変ありがたく思います。今後も引き続きつながっていけたらうれしいです。

本人も一日とても楽しかったと喜んでいます。ありがとうございました。 

• ダウン症の子どもにこのような機会を与えていただきありがとうございます。県の障害者スポーツ大会や

国スポ障スポの陸上の部でのダウン症の部をぜひ設けていただきたいと思います。 

• 天気に恵まれて楽しめました。参加者が増えるともっと活気が出ると思います。地域でもダウン症の運動

大会があることを願っています。 

• 宮崎遠方から来て下さったスタッフの方ありがとうございました来年も必ず参加します。鍛えて来ます。 

• 一生懸命取り組む姿が見られてよかったです。来年も参加してもらおうと思います。 

• オープンで県外からの参加でしたが親子で楽しめました。また、来たいです。スタッフの皆さんお世話に

なりました。駐車場で車を停める位置やそこから会場を探すのに迷いました。 

• 参加者が多くて去年一緒に走った子もいて楽しかったです。 

• 昨年より参加して目標をもって練習をすることができています。 

• とても良かったです。とても楽しかったです。良い思い出になりました。ありがとうございました。いい

経験ができました！参加できてとても良かったです。 

 

9.実行委員アンケート一部抜粋 

                     

②上記①の回答について、理由を教えてください。（任意）11 件の回答 

• 間が空いた時間もありましたが、詰込み感は無かった。 

• 片付けの時間も含めてみんなで協力できるスケジュールでよかったと思います。 

• 若干押してはいたものの、だいたい予定通り進行していたと思います。 

• 競技進行どおりに進んでいた。 

• システマチックに動いていなかった点と内容を理解していないスタッフが多くいた。そのために現場での

判断が多すぎた。 

• ダウン症の選手のことを考えると、最後 200m からエンジョイリレーまでは時間がかなり短いと思いまし

た。休む時間はほとんどなかったと思います。 

• 座位投擲と視覚障害走幅跳を受け入れたことで、タイムテーブル作成に難航した。今回のエントリーはそ

れぞれ 1 名ずつだったので何とか日程を組めた。また、ダウン症選手がもっとフォーカスされるような工

夫も必要だと感じた。 

• ダウン症アスリートだけでは参加者が少ないのでマスターズなどとの共催となれば今回のようなプログラ

ムになるのかなあと思います。 

• 少し競技間隔空いて間延びした感じもあったが詰めてバタバタしてるよりは良かったと思う。 

• ３つのカテゴリーの競技を同時にしたことは無理があったと思います。 

③大会前日に行った「陸上教室」について（任意）11 件の回答 

• 凄くいい取り組みだと思います。 

• 競技場を一般開放していたため、他の高校との兼ね合いでレーンなどが使用できなかった。 

• 体を動かす遊びの要素も入っていて、よかったと思います。 

• 周知期間が短く、ややＰＲ不足になってしまいました。とてもいいイベントなので、早めに SNS 等で知ら

せたいと思いました。陸連ホームページの「お知らせ」には「ダウン症アスリート陸上競技体験会」とな

っていましたが、これが「陸上教室」のことですよね。ほかにも「パラスポーツ体験会」があったことも

あり、どれがどれなのかややわかりにくかったように思います。 

• 非常に上手く展開できたと思った 



• 当日、参加にすると何名のスタッフが必要なのか分からないので、事前に確認できると良いと思いまし

た。人数が多いとスタッフが足りなくなることもあると思います。 

• 事前に練習を行うことは重要。個別の相談ができる環境があれば良いと感じた。例）指導者と関係者（ア

ドバイスができる人）が教室の間はビブスを着用。関係者（アドバイスができる人）は、教室の間、親御

さんに現在の練習状況を聞いたり、質問を受けたりと情報収集も可能。 

• 前日からの参加者のためには良かったです。 

• 参加者が楽しそうだった。よかったと思う。 

• 主の進行が宮崎の方がしてくれたが、そこは連盟スタッフがやるべきだったのではと思う。 

 

④大会当日に行った「パラスポーツ体験会」について（任意）10 件の回答 

 

• 午前中は参加される方が多かったです。 場所的にあまり人が足を運ぶ割合が少なかったです。 

• 場所を競技場入り口正面辺りではできなかったのでしょうか。目立つと思います。飲食ブースも。 

• 体験会や販売などのスペースが一体となっていてよかったと思います。 

• ③と同様、周知期間が短く、ややＰＲ不足になってしまいました。「陸上教室（陸上競技体験会？）」が

陸連ホームページの「お知らせ」に掲載される一方、「パラスポーツ体験会」は「ダウン症アスリート記

録会」ページ内の各項目で紹介されていたので、できれば 10 月 1 日には何を何時から、2 日は何を何時

から、と一覧で分かるといいと思いました。 

• 実施場所が良くなかった。やはり、正面周辺で行うべき（津波と言われていましたが、それであれば受付

周辺でも可能） 

• 来年度以降は宮崎県障がい者スポーツ指導員と半々ぐらいで企画から運営を担当してはどうか。 

• とても好評でしたよ 

• とても良い企画だと思う。 

• 体験者の重なる時間にもよるが、運営スタッフがもう少し多くても良いと思った。 

 

 

 



⑦本記録会の運営等、お気づきの点、ご要望などがありましたらご記入ください。13 件の回答 

• 宮崎陸協さんなど、宮崎県の方々に感謝です。 

• 本当に素晴らしい大会を開いて下さり、運営の皆様には感謝しかありません。 

• ダウンやパラの招集場が別に設けられていたが、近くに計測会場や店などがあったことで、召

集後にそっちに行ってしまっていたりして、確認が大変だった。またダウン症の方が特に、あ

の場所を控え場所と勘違いしている人がいた。 

• 運営体制の整備を再構築しないと大きな大会にはなりづらい。 

• ダウン症の全国大会なので、ダウン症アスリートが目立つ形で運営できると良かった。ルール

が混在したり、召集場所が違ったりで少しバタバタした印象がありました。 

• カテゴリーが多い大会が同時開催だったため、記載ミスや記載漏れ等、記録情報が追いついて

いなかった。 

 

１０.事業の成果と課題 

 

  成果 

 

 ①11 都道府県 36名の選手が出場。最終種目のエンジョイリレー（8×50ｍリレー）では選手、観客共

に大いに盛り上がり、競技後のアスリート及び支援者達の笑顔が印象的だった。男子 200ｍ、男子や

り投、男子走幅跳で日本新記録を達成。昨年参加選手の 30 名中 19 名が今年も参加。地方の全国大

会開催でも可能であることが実証できた。また、ダウン症記録会と共に「宮崎マスターズ陸上競技

記録会」、「第 14 回宮崎県チャレンジアスリート記録会」が同時に開催され、チャレンジにはパラ

種目が WPA エンドースとして実施され、東京 2020 パラリンピック出場の山本篤選手や高田千明選手

も出場し、男子砲丸投げでは日本記録を更新した。みんなで一緒に競い合う姿。マスターズ選手（96

歳）からダウン症（7歳）が同じ競技場で記録を争った。競技場外ではパラスポーツ体験会なども実

施され、応援に来た子供たちが楽しく体験した。今回のスタイルが、グラウンドから町に、そして

社会へと出て行ったら本当に助け合いの世の中になっていき、ダウン症の選手も地域で当たり前に

大会に参加できる状況になると感じた。宮崎陸上競技協会、宮崎マスターズ陸上競技連盟の、パラ

競技受け入れ態勢は、全国的にも良いモデルとなった。 

 

 ②また、コロナ禍が続く中、練習環境や、遠征などが厳しい状況の中、各地域との連携を図り、公認

記録等、「全国特別支援学校 IDオンライン記録会」を開催。昨年度ダウン症のみ 50 名参加であっ

たが、「体力テストの部」「チャレンジの部（一般大会の参加記録をエントリー）」のオンライン記

録会 100 名目標にしていたが、実際には、すべての部総計 1463名のエントリーがあり、各部門エ

ントリーベスト 5校をオンラインで優秀校として表彰式を行った。 

 

 ③昨年度、ダウン症アスリートの練習方法などわからない。という意見もあり、練習動画、運動をす

る上で健康上、気を付けなければならない点の解説動画を HP にてアップ。SNSでの告知、大会動画

再生総数は、3,156 回でそのうち最高は 1365 回。（2023 年 1 月 20日現在） 

 

 ④各種大会と合同開催をすることで、観客数を増やすとともに、今年度は、日本福祉大学パラスポー

ツ研究所に依頼し、競技場周辺の小学校、中学校、15 校に大会案内と、体験イベントチラシを配布

し、パラスポーツ体験を競技場周囲で実施し、100名以上の参加者が、体験と、応援を楽しみ、観客

300 名を超えた。 

 

課題  

 

①今後の方向性として、宮崎県で2回連続開催し、参加者も増えてきており、小中学生の参加が大幅に

伸びた。また、今回ダウン症について勉強会を行い、競技運営側も診断書の見直し、や各大会レベ

ルでもポイントがあることが分かり、周囲に安全に取り組む手立て、診断のポイントの周知活動で

ある。（医療機関との連携） 



②今回、競技場外で、日本福祉大学により、パラスポーツ体験を依頼できたのは、本連盟が競技運営

に専念できた大きな成果と考える。障がい者競技団体は、競技運営でも人員確保、準備等に追われ、

どうしても小規模開催になりがちであるが、他団体と連携することで、集客数も増えていくことが、

継続開催を可能にすると感じた。（他団体との連携） 

③継続可能な自助努力を目標とし、協賛金獲得も、目標額を達成し、障がい者のみの大会では、参加

者、運営共に困難が予想されるが、各都道府県陸上競技会との連携こそが、継続可能な大会では必須

と感じた。（地域連携） 

④全国特別支援学校オンライン記録会は、予想を上回る参加者であったが、まだまだ参加可能である

と同時に、優秀な選手発掘にもつながることがわかったので、大会の告知、周知が今後の課題で、あ

らゆる場面での発信の必要性を感じた。 

 

１１．波及効果 

 

レガシーハーフマラソンのダウン症陸上教室        関東陸上教室（ダウン症対象） 

                  

         
〇大会結果 https://www.jidaf.org/2019-id 

    http://www.miyariku.org/keitai/index.html 

 

１２．補足資料 

●新聞記事（テレビ放送） 

 ・日本記録更新に挑む｜U-doki｜UMK テレビ宮崎 https://www.umk.co.jp/udoki/-20221015-1.html 

 ・ デジタル夕刊 プレみや https://pre-miya.com/miyaspo/ippan/139106.html 

 ・自己新へ力走 - Miyanichi e-press https://www.the-miyanichi.co.jp/sports/_66499.html 

 ・ パラサポ WEB https://www.parasapo.tokyo/schedule/102229 

 ・宮崎県障がい者スポーツ指導者協議会 https://miyaspokyo.org/active-report/2021-%E5%85%A8%E5%9B%BD%E3%83%80%E3%82%A6%E3%83%B3%E7%97%87%E3%82%A2%E3%82%B9%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%88%E9%99%B8%E4%B8%8A%E7%AB%B 6%E6%8A%80%E8%A8%98%E9%8C%B2%E4%BC%9A/ 

 ・ JPA日本パラ陸上競技連盟(パラ連盟)公式サイト https://para-ath.org/results/01-2/20221004-001-412 

 

●大会当日の様子 

   
 

 

https://www.jidaf.org/2019-id
http://www.miyariku.org/keitai/index.html
https://www.umk.co.jp/udoki/-20221015-1.html
https://pre-miya.com/miyaspo/ippan/139106.html
https://www.the-miyanichi.co.jp/sports/_66499.html
https://www.parasapo.tokyo/schedule/102229
https://miyaspokyo.org/active-report/2021-%E5%85%A8%E5%9B%BD%E3%83%80%E3%82%A6%E3%83%B3%E7%97%87%E3%82%A2%E3%82%B9%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%88%E9%99%B8%E4%B8%8A%E7%AB%B6%E6%8A%80%E8%A8%98%E9%8C%B2%E4%BC%9A/
https://para-ath.org/results/01-2/20221004-001-412


●日本ダウン症協会広報 

 
 

●開催要項（一部抜粋） 

 

 

※2021 年度大会情報 

 https://www.mext.go.jp/sports/content/20220214_spt_kensport01_000022482_01_12.pdf 

https://www.mext.go.jp/sports/content/20220214_spt_kensport01_000022482_01_12.pdf


 

様式第１６【無断複製等禁止の標記について】 

 

 

 

無断複製等禁止の標記について 

 

 

 

    委託事業に係る成果報告書の表紙裏に、次の標記を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

本報告書は、スポーツ庁の令和４年度「障害者スポーツ推進プロジェクト（特別支援学校を対象と

した全国大会の実施事業）」委託事業として、特定非営利活動法人 日本知的障がい者陸上

競技連盟が実施した「２０２２ 全国ダウン症アスリート記録陸上競技記録会」の成果を取

りまとめたものです。 

 従って、本報告書の複製、転載、引用等にはスポーツ庁の承認手続きが必要です。 

 




